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ンプルの形状を図 2に示す．試験片形状は 2010A期課題実験結果をもとにφ0.8mmの円柱状とし
た． 

CT撮影はSPring-8のBL19B2ビームラインで行った．検出器にはビームモニタBM3�x10�とCCD

カメラ�C4880-41S�の組み合わせを用いた．この組み合わせの検出器の有効ピクセルサイズは
0.74μmである．X線エネルギを 37keVとし，0°から 180°まで 0.2°刻みで回転させながら透過像を
得た．試料-カメラ間距離の影響を検討するために 350mmおよび 700mmと変化させて撮影を行っ
た． 

 

結果および考察： 

� 測定条件および疲労き裂形状 

人工欠陥から発生した疲労き裂を検出する測定条件を検討するために，試料-カメラ間距離およ
び検出器の空間分解能設定を変化させて撮影を行った．検出器の空間分解能設定では，隣り合う
4ピクセルを一つのピクセルとして扱う 2x2モードと 16ピクセルを一つのピクセルとする 4x4モ
ードの 2種類を用いた．2x2および 4x4モードのピクセルサイズはそれぞれ 1.48μmおよび 2.96μm

である．ピクセルの面積が大きくなると空間分解能は低下するが，感度が向上するため露光時間
を短くすることができる． 

人工欠陥の直径 Dが 50μm，試験中断時の負荷繰返し数 N=1.75×10
5�cycles�のサンプルの再構

成画像の一例を図 3 に示す．撮影条件としては，X 線エネルギは 37keV, 試料-カメラ間距離
L=700mm, 有 効 ピ クセ ル サ イズ は
1.48 μmである．図 3では，CT再構成結
果からき裂部分とそれ以外に分離して抽
出し，三次元形状を表示しており，図中
赤色の部分がき裂部分を，白色箇所が人
工欠陥および試料以外の空間(空気領域)

を表している．図 3より人工欠陥からき
裂が等間隔に発生し，試料表面に対して
ほぼ平行な方向に進展していることが分
かる．図 3中のき裂と人工欠陥から反対
側に存在する同心円状の像は，アーチフ
ァクトと呼ばれる再構成時に生じるノイ
ズである．アーチファクトと人工欠陥が
重なるため，人工欠陥周囲のき裂を観察
することが困難であることが分かった．
アーチファクトはサンプルステージの回
転中心に現れるため，試料の設置位置を
ステージ回転中心から離れた場所にする
ことを試みた．アーチファクト対策を行
う前後のCT再構成像の断面図を図 4に，
アーチファクト対策後のサンプルの再構

     

図 1．転動疲労試験概要および試験片形状       図 2．観察サンプル形状 

図 3．人工欠陥からの転動疲労き裂形状 

（アーチファクト対策無し）） 
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